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kg ℃392 体温
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フィラリア検査 陰性

再度精密検査を受ける必要があります。早目に受診してください。



身体検査

尿検査
今回 前回

2015/4/6

色 ⻩色

混濁 ー

尿⽐重 腎臓が弱ると低下します。

ビリルビン 〜+1 1+ ⻩疸が激しいと強く出ます。

ウロビリノーゲン ー

蛋白 〜+1 1+ 腎臓や尿経路の問題で蛋白が出ます。

ケトン体 ー ー 激しい糖尿病ではケトンが出ます。

亜硝酸塩

ブドウ糖 ± ー 糖尿病では尿に糖が出ます。

pH 5.5〜9.0 6.5 異常はpHでは結晶が出ます。

潜血 ー ー

歩様 異常なし

⽪膚所⾒ 異常なし

⼝腔内所⾒ 異常

外⽿道所⾒ 異常なし

触診 異常 腹部膨満感あり

⽿介部所⾒ 異常なし

異常 下腹部に圧痛あり

疼痛有無 異常なし

異常所⾒は認められません。

異常なし精巣の状態

外陰部所⾒ 異常なし

正常値 単位 項目説明

腹部触診



今回 前回
2015/4/6 2014/12/20

TP 5.4〜7.1 g/dl 3.9 5.8 血中蛋白の検査です。

ALB 3.1〜4.2 g/dl 2.8 3.1 肝臓で作られる⼤切な蛋白の検査です。

Glob 2.0〜4.0 g/dl 4.1 2.7 免疫に関する蛋白です。

ALT 0〜113 U/l 27 24 幹細胞の障害により上がります。

AST 8〜55 U/l 12 110 肝臓または筋肉の障害で上がります。

ALP 4〜113 U/l 143 119 ステロイドの影響で上がります。

GGT 2〜20 U/l 12 7 肝胆の障害で上がります。

Tcho 132〜360 mg/dl 149 206 栄養状態が悪いときや肝機能低下により下がり
ます。

Glu 65〜119 mg/dl 78 190 糖尿病・ストレス条件下で上がります。肝臓そ
の他の病気で下がります。

BUN 7〜27 mg/dl 11 14 腎臓の障害、高タンパク食で上がります。

Cre 0.5〜1.8 mg/dl 0.6 0.7 腎機能の指標です。腎臓が悪いと上がります。

Amy 206〜1250 U/l 549 3047 膵臓から分泌される酵素です。

Lip 200〜1800 U/l 289 7422 膵臓の障害で上がります。

CKI 0〜314 U/l 58 2290 筋肉、心臓の障害で上がります。

Ca 8.9~11.3 mg/dl 10.4 8.6 低すぎても高すぎても危険です。

P 2.2〜6.5 mg/dl 6.3 2.3 腎臓が悪いと上がります。

生化学検査

単位正常値 項目説明



今回 前回
2015/4/6 2014/12/20

WBC 50〜120 ×万/μl 80.0 60.0 体を守白血球の検査です。

RBC 550〜850 ×万/μl 1300 750 貧血ではこれらの数値が下がり、脱水などで血
液が濃縮すると上がります。

Hb 12.0〜18.0 g/dl 16.1 15.0

MCV 60.0〜77.0 fl 65.3 70.1

PLT 20.0〜50.0 ×万/μl 32.1 40.5

PCV 40.0〜55.0 % 43.1 51.2

MCH 19.5〜24.5 pg 21.2 22.3

MCHC 32.0〜36.0 g/dl 33.4 34.6

血液検査

精密検査が必要です。担当医より改めてご案内いたします。

項目説明単位正常値



明らかな異常は認められませんでした。

胸部レントゲン



腹部レントゲン

明らかな異常は認められませんでした。



胸部超音波検査

明らかな異常は認められませんでした。



腹部超音波検査

明らかな異常は認められませんでした。


